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COVID-19 流行により、我々がどのように生活し、働き、他の人間とどうかかわるかが変わ

ったのと同様に、世界中の医療方法も変わっている。これほどの大規模の医療健康危機に世

界が直面したのは 100年ほど前、およそ 5000万人以上がなくなった(死亡率はおよそ 10%)1

と推定される 1918 年-1920 年インフルエンザ・パンデミック(スペイン風邪ともいわれる)

以来である。 

現在の流行は、毎年対応している季節性インフルエンザより罹患率は高いようであるが、

1918年インフルエンザほど死亡率は高くなさそうである。 

とはいうものの、この新型感染症に対して、また、EMS が職務遂行上あるいは患者治療上ど

のような影響があるのかに関して、大いなる不安と懸念が存在する。不安の多くは、この新

型感染症に対する知識が急速に増えつつあること、また、多くの媒体からの情報過多に起因

している。相反する情報が存在することもしばしばであり、さらに我々の不安が増大するこ

とになる。知識こそが、自分自身、同僚、家族そして友人を守ってくれる最善の道具である。 

 情報というものはしばしば変わるものであると心得ること。個人防護具(PPE)使用に関す

る指針を守り、手洗いをしっかり行うこと。 

 

ITLS は外傷傷病者にどのように対応するかを EMS に訓練・教育することに特化した組織

である。COVID-19 患者をどのように対応することを提言するものではない。メディカルデ

ィレクター、所属機関、公衆衛生部局や保健当局の指針に従うべきである。そのような情報

を入手することができない場合、巻末に COVID-19 に関する世界保健機関(WHO)やアメリカ

疾病管理予防センター(CDC)のポータルサイトの URL を掲載しているので参照のこと。 

 

我々自身と周囲の人間を守るために、取ることができ、かつ、取らなければならない基本

的な方策がある。多発外傷傷病者の救護においては、血液やその他汚染物質(汗、唾液等)に

曝露される危険性がきわめて高く、そのような曝露に対する予防策を必ず講じることが必

要であることを銘記のこと。(この文書が発刊された時点では)COVID-19 は主として気道か

らの飛沫核によって広がるようである。したがって、EMSは呼吸管理や侵襲的気道管理を行

う前に、処置前のマスク、ゴーグル、フェイスシールド装着を行うべきである。このような

個人防護具を装着・脱着するための適切な手順につき、所属機関の確認を取るべきである。

使用後の個人防護具脱着の際、EMSは汚染の危険性がある。装備や車両の除染を、所属機関

や保健部局の規定にしたがって行うこと。 

 

 



手洗いが、COVID19を含めてあらゆる感染性疾患の流行を防ぐ最善の手立てである。石鹸

と流水で手洗いが不可能な場合、アルコール趣旨消毒も可能である(アルコール濃度は少な

くとも 60%であること)。適切な手洗い方法や消毒液の使用方法は複数の出典から入手可能

であり、所属機関の規定に従うべきである。2 

 

COVID-19 によって外傷傷病者対応の優先順位や手順が変わるわけではない!ITLS プライ

マリーサーベイは同じである。生命に直結する危険を C-ABCにしたがって直ちに同定し、対

応すること。侵襲的な気道管理やエアロゾルを生み出すような処置は EMS にとって特に危

険である。適切な個人防護具装着により危険性は相対的に低くなる。地域や国レベルの指針

に従うこと。3s傷病者が COVID-19の可能性を疑う基準を満たせば、受け入れ医療機関に事

前通知を行い、傷病者との接触歴があるすべての要員の記録を行うこと。傷病者に挿管しな

ければならない場合、バッグバルブマスクや人工呼吸器回路に HEPA フィルター（人工鼻）

を装着すると飛沫核の危険性は低くなる。このようなフィルター使用に関しては製造業者

の使用文書に従うこと。 

血液やその他の体液に曝露される可能性がきわめて高い外傷傷病者の救護を、我々は普

段からよく理解して行っており、個人防護具を適切に使用して対応しているはずである。

COVID-19 の出現という新たな状況の中で、我々自身を守るための適切な手段を講じるよう

にするべきである。我々が普段そうしているように。 

重要な点について繰り返しておこう。 

•所属機関の指針に従い、適切な個人防護具を装着すること 

・手洗いの徹底 

・手で顔を触らないこと 

・装備や車両の除染を行うこと 

・(ITLS指針に基づいた)外傷プロトコールに従うこと 

安全かつ健康に留意せよ。傷病者および地域のための活動に敬意を表する。 
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日本における情報 
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